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水産総合研究センタ－　研究開発情報

　生産環境部は、第3期研究計画開始にともなって「沿岸
域」を主な研究フィールドとしていた海区水産業研究部と
「沖合域」を研究フィールドとしていた亜寒帯海洋環境部が
統合され新たな研究部としてスタートしました。統合以前
では沖合域での調査観測から得られた環境データを沿岸
域の漁業生産に直接関係づけることはあまり行われてお
らず、双方の研究内容にはかなりの距離感がありました。
　これは、沖合域と沿岸域では環境自体に大きな相違が
あり、一緒に研究を進める作法が確立されていないことが
大きな要因だと考えています。実際に海の中で起こってい
る環境変動は、外洋域からごく沿岸域の潮間帯まで連続
して起こっているのですが、その規模には大きな違いがあ
ります。たとえば、我が部の看板研究であるAラインモニタ
リング調査では数十km単位で調査点が設定されていま
すが、沿岸域で実施される海藻現存量調査などでは10 m
単位での調査が普通です。一言で言ってしまえば、外洋
域は広大で一様性が高く、沿岸域では局所的な変動が大
きいためなのですが、基本的な「物差し」が研究対象に
よって違っているのです。
　それぞれの分野内では他の分野と物差しが異なっていて
も全く問題はないのですが、沖合から沿岸までを守備範囲
とする生産環境部においては、海域を繋ぐ共通の物差し
が必要だと考えています。統合から4年が経過し、我が部
もようやく一体感が出てきたようで、異なる研究分野の研
究者双方が互いに相手を意識するようになってきました。
その好例として、生産変動グループでは、北海道の重要な
水産資源であるコンブ類について、専門分野を超えて資

源の変動要因の解明に取り組んでいます。
　コンブなどの大型藻類は岩などに固着していて、魚のよう
に好適な条件を求めて移動することができないことから、
生残や生長、再生産は沿岸地先の水温、栄養塩濃度、光
環境（海洋環境）により大きく左右されています。しかし、
沿岸域の海洋環境については既存のデータが少なく、季節・
年変動については不明な点が多く残され、海洋の環境変
化に対してコンブがどのように応答しているのかも明らか
ではありません。そのため、北海道東部太平洋沿岸域を
対象に、関係各機関と連携のもと、コンブの生残、生長に
影響を及ぼす海洋環境のモニタリングを開始しました。
現時点で得られたデータをもとに、地元漁協が毎年実施
しているコンブの漁期前調査データと地先の水温データ
を用いた解析を実施したところ興味深い結果が得られ、秋
季および早春の水温がコンブの生長に深く関わっている
ことが明らかとなってきました。
　コンブが生育するごく沿岸域の環境変動とコンブの生産
量について、直接的な説明を得るまでには至っていません
が、沿岸域の環境変動と漁業生産との関係を明らかにする
うえで大きな手掛かりを得たものと確信しています。今後は、
沿岸域の海洋環境データを長期的に蓄積し、コンブ資源
の変動との関連について研究を進める予定ですが、それを
さらに発展させ、沖合域の環境変動との関連についても研
究を進める構想が膨らんでいます。
　このように、コンブに限らず専門分野の異なる研究者と日
常的に連携して行うことで、沖合から沿岸を繋ぐ「物差し」を
作ることが可能となるのではと期待しているところです。

コラム：北の海の研究最前線
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写真2 岩礁上を埋め尽くすナガコンブをはじめとした大型海藻（釧路地先）写真1 A-ラインモニタリング調査（太平洋上）


